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「ホスピタリテイと女性文化・研究プロジェクト」特集として、松浦京子「研究プロジェク
ト趣意 ホスピタリテイと女性文化」、南直人「食のホスピタリティ 近代ヨーロツノf
の飲食提供業に関する研究の可能性一」、 1本真浩「一九世紀後半イギリスにおける博覧会と
「もてなし」一博覧会にみるホスピタリティとしての摂楽的要素一」、松浦京子「一九世紀イ
3う
ギリスにおけるディストリクト・ヴィジティング一女性文化としてのホスピタリテイ、覚え
書き一」、細川涼一「河越重頼の娘 源義経の室」を掲載する。
このうち、南の「食のホスピタリティ ー近代ヨーロッパの欽食提供業に関する研究の可能
性一」は、「ホスピタリテイともてなし」という視点から飲食提供とし、ぅ事象の本質について
考察することをめざした論考であり、松浦の「一九世紀イギリスにおけるディストリクト・
ヴィジテイング 女性文化としてのホスピタリテイ、覚え書き 」は、女性文化とホスピタ
リテイの関わりを探るための準備として、 19世紀イギリスの中流階級女性が担当した惑善博愛
活動であるディストリクト・ヴィジテイングの展開のなかにホスピタリティ理念の発露と女性
にとっての意義を探ろうとした論考である。今後の研究の序論、見取り図的位置づけとなって
いる。一方、川本の「一九世紀後半イギリスにおける博覧会と「もてなし」一博覧会にみるホ
スピタリテイとしての娯楽的要素一」は、来場者として男性、女性を開わず多種多様な人々が
参画した博覧会というイヴ、エントの変貌をホスピタリテイ(もてなし)の観点から読み解いた
論文である。博覧会という近代社会が「発明した」イヴ、エントにおいて「もてなし」が一定の
意味と機能を持っていたことを検証することで、「近代社会におけるホスピタリテイ」の一つ
の形態が明らかにされている。また、細川の「河越重頼の娘 源義経の室一」は、日本中世
女性史における新たな発見を指摘するものであるが、同時にそれは、中世日本における出産と
介護(いやしとしてのホスピタリティ)に関わるテーマを取り扱ったものでもある。
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